
直列回路と並列回路　標準問題　解説
中学2年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（電圧＝抵抗×電流）

電圧〔V〕＝抵抗〔Ω〕×電流〔A〕。電流＝電圧÷抵抗、抵抗＝電圧÷電流 とも表せます。

よくあるまちがい：V＝R×I。

問2　答え：0.3A

考え方

1. 6÷20＝0.3A

よくあるまちがい：抵抗÷電圧にしない。電流＝電圧÷抵抗。

問3　答え：0.2A

考え方

1. 全体の抵抗：10＋20＝30Ω

2. 電流：6÷30＝0.2A

よくあるまちがい：直列回路では、全体の抵抗＝抵抗の和。

問4　答え：0.9A

考え方

1. 10Ωの電流：6÷10＝0.6A

2. 20Ωの電流：6÷20＝0.3A

3. 合計：0.6＋0.3＝0.9A

よくあるまちがい：並列回路では、全体の抵抗は「和」にならない。各枝の電流を足す。

問5　答え：イ（2つの抵抗の電圧の和が、電源の電圧に等しい）

直列回路では、電源の電圧を2つの抵抗で分け合います。抵抗が大きい方に、大きい電圧がかかります。

よくあるまちがい：直列：電流は同じ・電圧は分け合う。並列：電圧は同じ・電流は分かれる。

問6　答え：20Ω

考え方

1. 6÷0.3＝20Ω

よくあるまちがい：電流の単位がmAのときは、Aになおしてから計算する。

問7　答え：ア（並列）

並列につながっているので、どの器具にも同じ電圧（100V）がかかり、1つを切ってもほかの器具は使えま

す。

よくあるまちがい：並列は、器具をふやすほど全体の電流が大きくなる（使いすぎに注意）。



問8　答え：下の例

並列につないだ方が明るい。直列では電源の電圧を2個で分け合うので、1個あたりの電圧が小さく、流れ

る電流も小さい。並列では、それぞれの豆電球に電源と同じ電圧がかかり、大きな電流が流れるから。

採点のポイント：並列の方が明るいと答えている／直列は電圧を分け合う／並列はそれぞれに電源と同じ

電圧がかかる、と説明している

よくあるまちがい：豆電球の明るさは、かかる電圧（流れる電流）で決まる。
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